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中村：来年度の地域包括ケアが始まる。地域包括ケアとは何を指すか？というと、27～30

年度に向けた予防。要支援 1～2外して、市町村認定。デイサービス・リハビリ使えなくな

るが、今外しましょうという考え。町民のお金がかかり、町の予算を作る必要が出て来た。

財源がない所は圧縮していく。現在、47 県で動き出しており、お金を使うのではなく、包

括ケア、医療、介護、地域等色んな人を交え、住民参加型のボランティアを作って行こう

というのが始まってきている。国 17事業モデルとなっており、住民参加草むしり、お買い

もののボランティアを行っており、大きい所だと 200～300人が集まって社協や福祉が中心

となってやっている所もある。市町村が委託してボランティアさんにやってもらう、予防

を取り入れてやりましょうという時代になってきている。単身で年金だったり、収入が 280

万以上の人だと、2割市町村から出る。夫婦だと 350万以上。七飯町でも、ボランティアに

ついて講義しているが、主旨が違うし、あまり議論されてもいないし、考え方も違う。今、

七飯町で、どのくらいの方が要支援、要介護に認定されているのか。 

 

笠原様：七飯町で要支援 300 人～400 人。要介護 5 まで 1500 人。割合数では、要支援 2

の方が多い。要支援 1は 100くらい。2が 300人くらい。要支援 1の 100名がボランティ

アのターゲットになるのかな。特養だと、要介護 3.4.5しか入れない、要支援とかの人だと

やむを得ない理由が必要となる。七飯町高齢化率全体で 29.3 緑町 35％。大沼だと 40 近

い。まじめにボランティアさん作っていかないと、町内会としては無理。 

 

社長：区、班で差が出てきている。住民参加型のボランティアグループを作っていく必要

がある。町内会、福祉施設、医療、色んな人達を交え、それぞれの立場から意見を出し合

うグループワーク。地域ケア会議って出ていない人からしたら、何やっているのだろう？

と思う。社協に丸投げするのではなく、拠点にする所の町内会を作り、拠点、拠点での話

合い。本当に地域住民が主体となって行い、他、医療、介護がサポートしていく。社協、

役場が何とかするという考えだと、何も進まないし追いついていかない。住民が主となっ

て出来る事も見つからない。色んな人の知恵を出し合い、こんな事が出来るのではないか



と考えていく事がボランティアに繋がる。 

 

首藤様：3回ボランティアについての講習をしているが、まだまだ浸透していない。地域の

福祉推会議も、決まった人しか参加していない。老人会とか、町内会とか・・。 

 

中村：その中に介護、病院等色々な事業が入って意見を出し合っていく必要がある。理解

できる人、理解できていない人の偏りが見られている。地域包括支援を行う上で、七飯町

としてのビジョンがない。どうゆうビジョンで進めていくか、まず決めていく必要がある。 

 

笠原様：平成 29年から要支援 1.2の人をどうするかはっきり決めていかなければならない。

今まで介護保険の仕組みの中に組み込んでいたものを外す。今まで通りやってしまうと、

財政は圧迫していくので、どうするかとなった時に、国の考えでは、ボランティアでやれ

ば良いという考えになった。 

 

中村：国が出来ない事を市町村が出来ない。 

 

首藤様：地域に投げるのも、地域、町の財源の問題もある。地域によって高齢化も違うし、

状況も違ってくる。 

 

中村：自分達がその様な年齢になった時に、持ちつ、持たれつの関係をどうやって作れる

か。実費、最低賃金 734円で買い物に行ってもらうかという考えもあるかもしれない。GH

での生活、認知症の予防というのをどうすれば良いのか。孤独死、餓死等、問題は山積み。

地域別だけど、個人情報とはいえ、生命に危険がある場合は出しても良いと思う。町とし

て登録制度を作って、どこにどんな人がいて、どんな年齢で、どんな病気があるか等調べ

て、マップを作る。個人情報を出せる方法を検討していくべきだと思う。介護認定の調査

票だって個人情報なのに、調査票はとって良いなんておかしい。自分達の力で自分達が住

んでいる所の人達が、率先してやるべき。 

 

松木様：組織はすでにちゃんと出来あがっている。民生委員、保護師、それぞれの組織で

動いているし、そこで集まってこれからどうするか考えて行く。町内会の規約は、親睦と

福祉。町内会の役割を明確に作っていく必要がある。地域、福祉、推進会議、全部同じ事

は出来ない、出来る事を明確にし、1つ 1つ行っていく必要があると思う。 

 

中村：町内会の親玉、民生の親玉、上同士がしっかり話しあい、周りに伝えて行くべき。

上がしっかりと枠を作り、グループワークを重ねる。おのおのが活動出来る様になってい

くべき。 



笠原様：定期的に地域別ではやっているが、色々な方に入ってもらって、町内会の役割、

話しをするきっかけ作りをしていきたい。 

 

松木様：音頭を誰がとってやっていくか。町内会の役割を考えて行く必要。町としても、

何を手伝ってあげれば良いのか明確ではない。 

 

中村：函館では自治調査を行って、データに沿ってボランティアが必要とする事業所出し

た。福祉施設とかでも、散歩のボランティア必要だとか、ニーズの調査をやってくれと町

にお願いした。 

 

笠原様：ニーズ調査やっていない。 

 

中村：前の課長さんにお願いしている。 

 

松木様：町でお金ないなら、ボランティアになる。専門家を交えて話していく必要もある。 

 

中村：ボランティアやる人も養成講座を作ってカリキュラムをしっかり立てる。認知症の

人に対してこうして下さいとか。 

 

松木様：受ける所も、全く無料で良いのかという問題も出て来ると思う。本人からではな

く、役場に納める方法とかもあるだろうし、とにかく、全体的に話しあっていく必要があ

る。 

 

中村：成年後見制度は講習を受けなければダメ。認知症に関われる人は認知症コーディネ

ーターを育成して、きちんとした人材を育て関わっていく。 

 

松木様：役割、分担をきちんとして早く動いていく必要がある。 

 

太田様：医療側は地域の人に意見を聞く機会あまりなかったので、こうゆう場に参加して

周りに伝えていく。あくまで医療を受ける人が来るという立場でしかなかったので考えた

事がなかった。 

 

黒川様：自分の周りが高齢者ばかり。むかいに住んでいる人が配食サービス使ってるけど、

ある時たまたま、カーテン閉まっていて、返事もなかった。うちに入ったら、ただ寝てい

ただけだったから、良かったが・・。何かあったら駆けつけたりする係に自分はなってい

るけど、うちの町内会は会長が決まらず、進歩していない。子供 1 人。幼児 1 人。あとは



高齢者が住んでいる町なので、何かやるにも何も出て来ない。安否確認する人も必要。 

 

松木様：町内会によって格差がある。防犯に力を入れる所もあれば、親睦に力を入れる所

もある。これから、やろうとしている事は非常に難しい。何をやって良いのか。 

 

中村：住民が自分達の町を何とかしようと思わなければと思う人が多かったり、若手の人

がそうゆう考えを持っている人がいると、また変わってくると思う。元気な人がいると、

元気な町づくりが出来る。良い意味での目立ち屋がいない。 

 

黒川様：一生懸命やっている人に水をさす人もいるし、やろうとする人もいない。町内会

長も決まらないし、協力的ではないし、活動がない。 

 

松木様：会長を補佐してくれる人も必要ですよね。 

 

中村：ある意味、夫婦。出る杭は打たれる覚悟で行かないと。 

 

黒川様：皆の為にとやってくれた人を、周りが事を大きくして反対運動をとってしまった

事もある。 

 

松木様：おのおのの上に立つ人が集まって、きちんとどうするか話し合い、決めていきべ

きだ。救急車も夜はサイレンを鳴らさないで来る。周りは何あったか分からない。分から

ないと、気づいたら死んでいたという事もありえる。上がしっかりまとめて、町内会はこ

うして下さいと、教えて欲しい。町内会のやる事を早く知りたい。 

 

中村：緑町町民を集めて、どんな町内会になったら良いか 1回やってみましょう。 

 

笠原様：うちは 2年前にやりました。 

 

中村：あれは、全然違う。専門職が入って、町民さんとやってたけど、題材が分からない

論議だった。集まりがごちゃごちゃで話がまとまっていない。町内会で分けて、グループ

を作り、何回も話し合っていく事によって何かが見えてくる。ボランティアをどうやって

作るか、時間をかけて話し合っていく。ボランティア養成講座を受けて、活動する為には

カリキュラムを作っていく。 

 

松木様：モデルになる町内会を 3つ、4つ作って発表していくと良いのでは。 

 



黒川様：ボランティアをやりたいと伝える場、ボランティアに対して相談する場を作ると

良い。まずは拠点となる場所を作り、そこから徐々に進めていく。 

 

中村：ボランティアに登録する所、ボランティアバンクみたいな所を作ると良いかもね。

どんなボランティアをやっているか、どうすれば良いかが分かる場所を作る。町ではなく、

民間委託。データ化して事務局みたいな所を作り、そこから発信していく。明確な物を作

る必要がある。 

 

松木様：社会福祉協議会の中身がはっきりと分からない。今、やっている事で良いのか分

からない。 

 

笠原様：どうゆうニーズがあるか考えていく必要がある。 

 

中村：長くやっていける事を考える必要がある。次までにボランティアのサイトを作って、

こんなのやりたい、こうゆうのが必要という図形を作りますので、それをもとに皆様の意

見を伺いたいと思います。よろしくお願いします。 


